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１ 計画の推進に向けた社会全体での取組 

一人ひとりの子ども・若者が健やかに成長することができる社会の実現に向け、子育て家庭、子ど

も・若者に関わる施設、地域、企業、行政がともに連携しながら社会全体で取り組むべき課題である

という認識のもとに、計画の着実な実行を促し、その目標を達成するためには、施策に携わる関係者

が共通の課題認識を持ち、各々の役割を果たすとともに、相互に連携・協働して横断的に取り組んで

いくことが大切です。 

 

 家庭の役割 

父親、母親その他の保護者は、子育ての責任は第一義的には保護者にあるという基本的認識のもと、

子ども・若者が健やかに育つために最も重要な場である家庭において、男女がともに担う子育ての意

義を理解し、その責任を果たすことが重要です。また、子ども・若者が様々な体験や学びを通じて、

夢と希望を抱いて人生を送ることができるよう、保護者同士や地域に暮らす多世代の人々とがつなが

りを持つ中で必要な子育ての権利を享受できることが必要です。子ども・若者の成長と親として成長

していくという喜びや生きがいを感じることができる子育てをすることが期待されています。 

 

 子ども・若者に関わる施設の役割 

認定こども園や幼稚園、保育所、学校等の施設は、子ども・若者が心豊かに主体的、創造的に生き

ていくための基礎的な資質や能力を育む場であり、また、集団生活を通して社会の一員としての自覚

を持ちながら、望ましい人間関係を育成し、社会規範意識を習得する場でもあります。 

すべての子ども・若者の声に耳を傾け、その存在をありのままに受け入れ、一人ひとりの個性を大

切にした関わりが求められています。 

子ども・若者が学び育つ場として、家庭や地域と連携しながら、その発達段階に応じた、心身とも

に健やかに育つ環境づくりを進めることが必要です。 

 

 地域の役割 

地域は、子育ては当事者のみが行うものではなく、子ども・若者と向き合う保護者が子育ての権利

を享受し、子育てに生きがいを感じることができるよう、保護者の気持ちを受け止め、寄り添い、支

えることを通じ、地域社会全体で、すべての子ども・若者が健やかに成長できる、「子どもの最善の

利益」が実現される社会を目指す必要があります。 

そのためには、地域の団体、ＮＰＯ、子育てサークル、子育て支援従事者など多様な主体が、それ

ぞれの特性を生かして連携するとともに、子育て家庭のそれぞれの状況に合わせて、地域が子育て家

庭に寄り添いながら、多世代で子育てを支援する環境づくりが必要です。 

 

 企業の役割 

事業主は、自らが仕事優先の職場環境を見直し、子育て中の働く男女が子育てに向き合えるようワ

ーク・ライフ・バランスの取組を推進し、仕事と家庭生活の両立支援に向けた雇用環境の整備を行う

ことが必要です。 

また、様々な魅力を持った多くの企業が立地する本市の特徴を活かし、こうした民間の企業と地域

とが連携しながら子ども・若者の主体性や創造性を育む体験の場を提供することが必要です。 
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 行政の役割 

市は、本計画の内容を広く市民に周知するとともに、施策・事業の実施主体として庁内の横断的な

体制で児童福祉施策や、学校教育、母子保健等の取組を推進していくことが必要です。 

さらに、関係機関・団体等との連携のもと、地域の子育て支援、家庭教育に対する支援をきめ細や

かに展開していきます。 
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２ 計画の進行管理 

本計画の推進にあたっては、こども未来局を中心として、庁内の関係局区で構成する「川崎市こど

も施策庁内推進本部会議」で、関係部局間の横断的な調整と情報の共有化を図るとともに、有識者、

事業者代表、労働者代表、子育て支援従事者や市民委員等で構成する「川崎市子ども・子育て会議」

において、計画に位置づけた事業等の進捗状況に関する継続的な点検を行い、施策や指標の達成状況

についての評価を実施します。 

また、進行管理は毎年度行うものとし、評価結果については、ホームページ等を通じて公表します。 

 

（１）第４章について 

第４章の進行管理にあたっては、市総合計画第３期実施計画や子どもに関連する他の行政計画、関

連する他分野の行政計画との整合性を図りながら、位置づけた３つの施策の方向性や９つの施策など

について評価を行うとともに、評価結果については、ホームページ等を通じて公表します。 

 

 

 

 

 
 

 

（２）第５章及び第６章について 

第５章については、第４章の事務事業を部局横断的に捉え、それぞれの課題の解決に向けて取組ベ

ースで記載していることから、位置づけた推進項目の進捗状況の把握を行うとともに、次年度に向け

た取組の方向性等を示していきます。 

第６章については、毎年度設定した「量の見込み」について、利用実態の把握等を行うとともに、

第４章における評価との整合性を図りながら、必要に応じた見直しを行います。 

  

■PDCA サイクルの実施 
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３ 計画の推進体制 

本計画の推進にあたっては、庁内の関係局・区で構成する「川崎市こども施策庁内推進本部会議」

において、こども未来局を中心として全庁的な対応を図り、子ども・若者や子育てを取り巻く社会環

境の変化に適切に対応しながら、子ども・若者や子育て家庭に関する支援の施策を総合的に推進して

いきます。 

（１）川崎市こども施策庁内推進本部会議 

本計画に基づき、本市における子ども・子育て施策について、庁内で相互に連携して総合的に推進

をするため、副市長をトップとして、庁内関係局区により構成する「川崎市こども施策庁内推進本部

会議」において、庁内の関係部局間における横断的な調整を図ります。 

（２）有識者からの意見聴取 

本計画の進行管理にあたっては、「川崎市子ども・子育て会議」において、継続的に点検・評価を

行うことから、各分野における専門的な知識を持つ有識者等からの意見聴取をしながら施策への反映

に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


